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令和８年度の予算編成の際、特に重視した判
断軸は。
やはり公共施設再編に向けた取り組みであり、
現状や時代に即したフレキシブルな対応を見
込んだ予算だ。
町の新たな財源として、別荘税を導入しては。
すぐに導入はできないが大事な視点なので、
調査・研究し可能性を模索していく。
町税増収の中、町独自の物価高騰対策が見え
ないが。
国の重点交付金事業を迅速に実施し支援して
いく。
今後も下水道料金の引き上げが予想されるが
対策は。
効率的な施設運営をし、上げ幅を最小限にする。
ハラスメント研修の実施状況と令和８年度の
予定は。
令和７年度は町長も含め１３５人で受講。ハラ
スメント指針も策定しており、令和８年度も継
続して実施する。
ハラスメントに関する町長自身の対策及び考
えは。
広く仕事を横連携したり、時に民間の力も借り
る時代なので、皆で心がけなくてはと常々思っ
ている。一人の人間として、心して取り組まなく
てはならないと考える。
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行財政
＃別荘税　＃下水道
＃ハラスメント研修

議員は
予算総括質問

石岡 金崎 窪田

ＰＲ大使の報酬額は妥当と思
うのか。
ミューシーと相談の上、１回７
千円と決めた。
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南郷上ノ山にスケボー公園の設置も考えて欲
しいが。
その計画を要望者に示したが、南郷はダメとの
返事があった。
まちづくり条例の改正に向け、第三者委員会
設置の意思は。
今後検討する。
民泊被害への対応は。
事業者と連携し、指導と
お願いに留まる。
今後、人口減少の局面に
入る。インフラや行政
サービスの負担増につ
ながる新規開発につい
てどう考えるか。
市街化区域内の土地利用については法律、条
例に基づいて行っていく。
長年要望のあった狭あい道路の拡幅整備事業
に、７９０万円予算計上されたが、国の交付金
の割合がかなり低いが。
社会資本整備交付金は２分の１交付率だが、実
際は低くなり、逗子市の交付実績から１５％で
計上した。
県内自治体では半数近くが買い取りを行って
いるが。
実施２７自治体中１６自治体が買い取りだが、
実績を見ると寄附のほうがスピードが速い。逗
子市も寄附だが実施が進んでいる。

都市環境
＃公園　＃まちづくり条例

＃民泊　＃狭あい道路
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はやまるタクシー

国の補助を見込めなくても、町単独で公共交
通は考えてもらいたいが。
今後は福祉としての町の交通問題として捉え、
積極的かつ、慎重に取り組んでいく。
高齢者タクシー券の複数枚使用を可能にして
は。
外出の機会創出がそも
そもの出発点だ。
高齢者タクシー券の予
算減額の判断が早すぎ
るが。
利用向上に取り組み、必
要な見直しを検討する。
はやまるタクシーの定時
定路線型の実証実験は。
オンデマンド交通の検証を踏まえ検討する。

公共交通
＃高齢者タクシー券
＃はやまるタクシー

民泊（AIイメージ）
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長柄地区に子育て支援拠点を、という計画の
実行は。
具体策はまだない。
妊婦健診自己負担額は。
原則無償となる。

金崎

答

窪田
答

子育て・子育ち
＃支援拠点
＃妊婦健診

紙おむつごみ拠点回収場所まで行けない方へ
の対応は。
福祉サービスと連携した対応を検討している。
クリーンセンター再整備工事での増工事の契
約手続きは。
契約変更せず工事は実施した。
紛争となっているが、県の審査会に付さぬ理
由は。
相手側判断だ。近く次段階へ進む見込み。

窪田

答

近藤

答

近藤

答

ごみ行政

今後は国保料上昇が見込まれる中、県統一化
に向けその他一般会計繰入の調整は。
どのように緩やかに移行するか、検討していく。
非常用電源装置購入助成は在宅酸素利用高
齢者も対象か。
障害者向け制度であり高齢者は今後検討する。

窪田

答

窪田

答

保険・医療
＃国民健康保険
＃非常用電源

学校再編に向けた教育部局側の取り組みの予定は。
それこそ学校を使い倒す、学校という空間でど
のようなことができるのか、より実践的により
対話的に検討を進めていきたい。
町直営の学童の今後は。
学童と居場所と一体的な学びの場をつくると
いうことで検討していきたい。
小中一貫校建設を延期した間に、何を検討す
るのか。
学びの専門家以外の方たちの話も聞きたい。
給食用のバイオマスストローは不必要ではないか。
瓶回収等の検討をしたが指定業者には無かった。

石岡
答

石岡
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金崎

答
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教育 ＃小中一貫校　＃給食

堀内会館の解体は早急すぎると思うが。
築６０年を超え安全確保のための措置だ。
堀内会館の建替えの判断根拠は。
目視で確認した。
耐震診断は未実施か。
目視と打診のみで専門調査は行っていない。
修繕と建替えの比較は。
費用比較の試算は未実施だ。
根拠なき建替え判断か。
総合評価で必要と判断した。
都市計画道路の風早元町線が堀内児童遊園
の真ん中を通る計画になっている。堀内児童
遊園の東側部分の計画を廃止し、西側部分を
避難路として残したらどうか。
道路が開通することを期待されている方も多
数いる。開通に向けて努力を重ねるべきと思っ
ている。
１階を駐車場、２階に活動スペースを乗せて、
津波時の避難所にしてはどうか。
津波のエネルギーは物凄い。津波の想定が２ｍ
だから2.1ｍあればいいという訳にはいかない。
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堀内会館整備
＃都市計画道路
＃災害対応

中村

こう見た!!
７人が質問

荒井 中村 待寺近藤

鳥獣被害対策の専門員の目指
す仕事とは。
現場の課題をより早く正確につ
かむ役割を担う。
イノシシ解体施設の整備は。
場所等複数提案を受け現在精査中だ。
葉山の１７㎢のうちの７割は森林だ。その対策
に取り組むべきだ。注意喚起として山火事防
止看板が設置してあるが、山火事が発生した
場合は、消火の為に「ジェットシューター」を担
いで山に上がる。町には現在備品としていくつ
あるのか。
それぞれの団に各1個ずつ、消防署には６個あ
り、残火の処理や延焼の食い止めに使用する。
イノシシを処分するだけでなく、利用も考えな
いか。
まずは町の責任の視点から対策に力を入れたい。
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答
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荒井
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答

答
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自然環境 ＃イノシシ　＃山火事

葉山の
イノシシ
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町への指摘・要望

一般会計の主な討論

●予算審査にあたり、審査に必要となりうる新規・
拡充事業の資料は事前に提出すべき
●堀内会館等再整備事業の執行について、地元住
民に対する十分な説明と諸課題の解決に努める
べき
●クリーンセンター再整備事業の未解決となって
いる費用面における解決を早急にするべき

●堀内会館の再整備については、事実関係の
整理と検証、地域への丁寧な説明を条件に賛
成する。
●フリースクール支援事業、狭あい道路拡幅整
備事業など新規・拡充事業について評価する。
実施にあたって工夫･検討をされたい。

指摘
●物価高騰に伴い引き続き各種補助額の見直しを
●グループホーム開設の実現に向けた支援を
●一般介護予防事業のより一層の充実を
●まちづくり条例見直しの際には、町民の意見を
十分聞かれたい
●学校再整備に合わせ公共施設の整備も同時に行
われたい
●引き続き南郷上ノ山公園における喫煙場所設置
の検討を

●さらなる防災力強化のため、消防団、女性防火
防災クラブの人員確保を
●お買い物無料巡回送迎車の役場前乗降場所の
再検討を
●鳥獣被害対策専門員は実施隊以外からの雇用を

要望

一般会計…………………………全会一致可決
　委員から「堀内会館再整備にあたり十分な
説明を求める付帯決議」が提出されましたが
「指摘事項に入っている」「早く始めることが重
要」との意見が出され、賛成少数で否決としま
した。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
下水道事業会計…………………全会一致可決

一般会計………………………全会一致可決
　附帯決議……………………賛成多数可決
国民健康保険特別会計………賛成多数可決
後期高齢者医療特別会計……賛成多数可決
介護保険特別会計……………全会一致可決
下水道事業会計………………賛成多数可決

本会議での
審議結果

審議結果

クリーンセンター

南郷上ノ山公園インクルーシブ広場

賛成討論 近藤

委員会審査結果
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予算特別委員会審査 窪田委員長・笠原副委員長
三浦・星・中村・石岡・伊東の各委員

建設反対ではないものの、4件もの陳情が出
ていることについて、町長の見解はどうか。
近隣の声を聞こうと意見交換会等を重ねてき
たが、今回の陳情で異議があることを理解し
た。引き続き、地元や陳情者と意見を交わせ
る関係を保持していきたい。
地域の核になるような施設は、通常地元から
要請等があるものだがそれがなく、一部反対
ともとれる意見が出ているが。
「町内会として建替えができない」「町で何と
かしてくれないか」という要望を長年いただ
いていた。建物の所有がはっきりせず、公共
施設ではないが町が管理するのがふさわし
いだろうと話してきた。こうした流れの中で期
待されて要望書になってこなかったのかもし
れない。
会館の運営を巡って、使途不明金等様々な問
題を抱える中で、管理運営を引き受ける団体
等が見つかるのか。
駐車場料金の問題等については、解決に向け
て町としても関与していく。地域の方が利用
する施設であり、委託先については地元町内
会と議論を重ねていきたい。
不確定な部分や解決しなければならない問
題がある。時期尚早かと思うが。
指摘は理解する
が地域の方々が
待っている問題で
あり、金銭の問題
とは切り離して早
く進めたい。

堀内会館等再整備事業のあり方

町長

町長

問

町長

町長

問

問

問

子育て支援センターや保健センターの福祉
文化会館への移設、長柄地区での子育て支
援拠点等保健・福祉施設の整備を、学校再整
備プロジェクトも含めて一体的かつ優先順位
を判断しながら進めるべきではないか。
指摘の施設のほか、児童館のあり方や学童
保育の学校での運用等子育て支援全体につ
いて総合的に考えることとしている。８年度
内に一定の進捗が見えるようにしたい。

公共施設等将来構想における保健・
福祉施設の具体的な方向性

町長

問

指定喫煙場所を設ける考えはないか。
受動喫煙に対する見方も厳しくなっている。
教育の立場からも、理解を得るのは難しいと
考えている。
できる限り煙や臭気のない環境を維持してい
く。全面禁止の方がいいのではという意見も
あり、結論に至っていない。

南郷上ノ山公園における喫煙所の設置

教育長

町長

問

ジュニアからトップレベルの選手まで育てる
ことができるような、ヨット発祥地ならでは
の環境を整えるために、セーリング協会への
補助金を増額すべきではないか。
参加する子どもたちが増加する中で、艇の置
き場を増やせない現状がある。予算面も含め
どうするか、今後しっかり話し合い、検討した
い。

ヨットスクール事業補助金のあり方

教育長

問

より魅力ある公園にするためにも、整備と管
理を一体化すべきと思うが。
9年度を目指して機構改革を考えたい。

南郷上ノ山公園、しおさい公園における
整備と管理の一体化

町長

問

予算特別
委員会の
動画

（次ページへ続く）

堀内会館配置図（案）

ヨットスクールの様子

しおさい公園 一景庵

町長・教育長質問
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4

補正予算
歳　入

教育費国庫補助金

長柄小学校トイレ改修
工事経費に対し交付
補助率 １/３

商工費県補助金

●学校施設環境改善交付金

●南郷上ノ山公園インクルーシブ広場整備工事分
　補助率 １/３　９５２万円

歳　出

基金積立金
●財政調整基金積立金 3億4041万円
●公共公益施設整備基金積立金 267万円

バリアフリー
ビーチ

長柄小学校
トイレ

国庫・県支出金等
歳出不用額の減額に伴う減額

△6831万円

町民税
当初見込みの上回りに伴う増額

9000万円

普通交付税
追加交付決定に伴う増額

2億1475万円

2333万円

1052万円

寄付金
●ふるさと葉山みどり基金寄附金 ７万円
●図書館費寄附金 ３万円
●障害福祉費寄附金（遺贈寄附） ４３５万円
●児童福祉費寄附金 ７１万円

町債
●クリーンセンター再整備事業債
 １億6260万円
●長柄小学校トイレ改修事業債 4600万円 

●バリアフリービーチ推進事業分
　補助率 １/２　１００万円

国庫・県支出金・一般財源等

事業進捗状況を踏まえ不用額を減額

△２億5665万円

クリーンセンター再整備事業　

工事に伴い発生した汚染土の処分経費

2160万円

観光施設維持管理事業
●森戸海岸公衆トイレ吊りドア更新工事
●森戸海岸南公衆トイレに足洗い場設置
●みそぎ橋公衆トイレ全面工事

みそぎ橋公衆トイレ 森戸海岸南公衆トイレ

3491万円

4小学校施設管理事業
長柄小学校トイレ改修工事及び監理業務委託

7490万円

各中学校体育館に空調設備を設置するための設計
業務

中学校施設管理事業

中学校体育館

796万円緑の保全事業
逗葉新道法面補修工事負担金 

152万円

保育園運営事業
寄附金を活用し葉山保育園で使用する
アップライトピアノの購入

95万円
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討論があった陳情審査

令和8年１月臨時会議 1月27日

2月定例会議

補正予算
歳　入

地方創生臨時交付金
地方創生臨時交付金の使途先は。
現金給付・給食無償分に充当する。8年度以
降は精査していく。

問

答

現金給付にした理由は。
利便性を重視し、速やかに届けるため。

問

答

●物価高騰対応重点支援事業給付金
支給対象見込み 32,000人
支給額 1人あたり 6,000円

衆議院議員選挙等

最高裁裁判官国民審査と同時に期日前投票
ができるか。
衆議院選挙は1月28日、国民審査は２月1日
とずれが生じるが、法令上の仕組みで仕方が
ない。

問

答

（専決処分）

物価高対応子育て
応援手当支給事業補助金

基準日前後の人の動きによる二重受取や制度
から漏れてしまう可能性は。
町は9月30日を基準としてい
る。可能性はゼロではない。

問

答

支給対象児童見込み数 4,782人　
支給額 1人あたり 20,000円
支給事務経費 120万円

●小中学校給食費と無償化 令和８年２～３月分　
4月以降の小学校給食費は国の施策で無償
化となるが、中学校は。
中学校は交付金を利用
し令和８年度の1年間無
償化する。その後は国
の動向を注視していく。

問

答

委員会審査　

本会議

トゥモローランド開発における
葉山町の説明責任を求める陳情

政務活動費を含めた
議員報酬見直しを求める

　委員からは「陳情内容が確認できない以上、審査は困
難」「ビジネスニュースサイトの記事について議会として見
解を述べるべきではない」との意見が出され、採決の結果、
賛成少数により不採択としました。 委員会審査　

　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述
を行いました。
　委員からは「30年間議員報酬が変わっ
ていない」「議員のなり手不足への懸念」
「生活圏である近隣市との比較などを考
慮して検討すべき」との意見が出され、全
会一致で採択としました。

●陳情内容が曖昧、多岐にわたり判断に困る部分がある
が、本件陳情者の思いは尊重されるべきである。

賛成討論

反対討論
●議会として具体的な審査を行うための要件が十分に示
されていると言えず、委員会の判断は妥当だ。
●マスコミの有料記事であるため、委員会としての共通認
識を得ることができない。
●現時点で議会として採択の判断を行うだけの材料が十
分に示されていない。

本会議

　民間企業及び公務員の賃上げに合わ
せ、議員報酬と政務活動費を首長報酬と
の割合も考慮して見直しを求めているも
のです。

●単純な採択には慎重であるべきだが、
不採択とすることも適切ではない。

賛成討論

ある日の小学校給食

陳情名は一部省略しています。

葉山の子ども

２億2392万円 ９７２６万円

1988万円

2月9日から3月18日まで、補正予算、
令和8年度当初予算、条例、陳情などを審査しました

中村

石岡・金崎・近藤・三浦

近藤・笠原
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皆さまから寄せられた 請願・陳情 等の審査

　犯罪被害者等を社会全体で支える地域社会
づくりを推進するための条例
　委員からは「一刻も早く条例を制定し、制度
を作るべき」との意見が出され、全会一致によ
り採択しました。

委員長　待寺 真司教育 民生常任委員会

葉山町犯罪被害者等支援条例 子育て支援拠点が不足している地域に
おける支援体制の充実に関する陳情

　「葉山町こども計画」には、地域子育て支援拠
点事業の充実として、支援が手薄な長柄地区の
課題が指摘されている。支援体制の具体的な
検討を進めること及び、地域資源を活かした支
援のあり方について検討することを求めていま
す。（560人の署名添付）
　担当課からは「長柄地区については令和８年
度に方向性を確定し、令和10年度からのス
タートに併せ、児童館の既存事業の見直し、学
校内学童の開始を目指す」との説明を受けまし
た。
　委員からは「署名簿や添付資料を含め、事業
者が想定される点が懸念される」「陳情者の思
いに納得できる」との意見が出され、全会一致
で趣旨了承としました。
　委員会の総意として「長柄地区の子育て支援
拠点の設置については、スピード感をもって取
り組むこと」と提言しました。

●葉山町緑の基本計画
●葉山町生活排水処理基本計画
●下水道事業経営戦略
上記3件の計画案の説明及びパブリックコメ
ント実施案内
●学校再整備に向けた検討状況の報告
　令和８年度の主な取り組みの説明
●下水道接続住民説明会の報告
　説明会実施報告及び今後の予定
●令和７年度建設改良工事の状況
●W-PPP※（レベル3.5）の事業契約締結の
　報告
●W-PPP（レベル4.0）の進捗状況の報告
※ウォーターPPP:下水道事業を管理・更新一体型マネジメ
ントで民間委託する方式

所管事務調査

　「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制
度）※」が始まることを受け、当該事業を行う事
業所の基準を定めるための条例
　担当課からは「この二つの条例が揃うこと
で、事業所の認可と給付の実施が可能となる」
との説明を受けました。
　委員からは「職員配置が国基準である点は心
配だが、ニーズはある」「今後、利用者の声を聞
き、施策に活かしてほしい」との意見が出され、
全会一致で採択しました。
※生後6カ月から満3歳未満で、保育所等に通っていない子
どもを対象に、保護者の就労要件を問わず、柔軟に利用
できる新たな通園制度

葉山町乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例

葉山町特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例

＊一括審査しました

子育て支援センターで遊ぶ子ども

陳情名は一部省略しています。
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葉山町国民健康保険条例の一部を
改正する条例

子ども・子育て支援金分の1人あたりの保険
料負担額は。
平均で年間4320円になる。

問

答

　保険料として子ども・子育て支援納付金賦課
額を新設。賦課限度額の引き上げ及び軽減措置
所得判定基準額の改正

●国の一般財源の負担を後退させる制度でしか
ない。

反対討論

指定管理者の指定（集会所）

堀内会館の管理方法は。
町に無償譲渡を受け、今後建替えを予定し
ている。現在は、暫定的にあずま町内会の
協力を得ている。

問

答

　指定管理者の指定期間満了に伴い、町内集会
所について指定管理者を指定する
（木古庭会館・上山口会館・下山口会館・一色岡会
館・一色第2岡会館・真名瀬会館・木の下会館・元
町会館・長柄下会館・葉桜会館・イトーピア会館）

葉山町手数料条例の一部を
改正する条例

福祉の観点からも、これまで
あった証明書配達に何らか
の対応を考えるべきでは。
ヘルパー利用などの環境も
あり、届くように支えていきた
い。

問

答

　多機能端末機による証明書交付の利用促進を
図るため、期間を区切り手数料の引き下げ
・１通３００円を１００円に
・令和８年３月１日～令和９年５月３１日まで

コンビニ
マルチコピー機

葉山町火災予防条例の
一部を改正する条例

町内に対象サウナが5カ所あるというが、扉
の安全性は大事だが。
屋外で外気にさらされており、一般的な施
設のサウナより簡易的で、鍵もない状況だ。

問

答

　簡易サウナ設備の設置届出を要するため（個
人利用のために設けるものを除く）

簡易サウナ

工事請負契約の締結
（町道牛ケ谷・戸根山線舗装復旧工事）

入札は指名競争入札か。
一般競争入札だ。

問

答

　クリーンセンター再整備工
事完了により、仮復旧していた
舗装箇所の本復旧工事を実施
する工事請負契約の締結

町道牛ヶ谷線

決算不認定に係る措置

令和6年度葉山町一般会計歳入歳出決算の不認定を踏まえ、
必要な措置を講じた報告

葉山町介護保険条例の一部を
改正する条例

令和７年度税制改革により所得税減税とな
る。介護保険料は３年間決まっているから
と、８年度は特例措置を行うと減税分が反映
されず保険料が下がらないのでは。
保険料は従前通りだ。

問

答

　保険料率の算定に関する合計所得金額の算
定方式の特例を設ける等

●特例措置を行うことで、保険料に減税分が反
映されない。

反対討論

　葉山町議会は、令和7年9月定例会議において
「令和6年度葉山町一般会計歳入歳出決算を不認
定」としました。（参照記事 議会だより162号P２～
P６）

　そのことを受け、決算特別委員
会が提出した「町への指摘・要望・
意見」に対し、町が講じた措置の報
告を受けました。

議会だより
162号

窪田

窪田
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委員長　金崎 ひさクリーンセンター再整備に関する特別委員会

　この2月に、葉山町が支払うべき金額として7
億7144万5086円が共和化工（株）から示され
「支払う意思の見られない場合は、訴訟を提起
する」とのことです。
　町として「支払う意思がない」ことを示し「工
事請負契約書に基づき、神奈川県建設工事紛
争審査会のあっせん又は調停により、その解決
を図るものである」との回答をしています。
　また「施設の維持管理は非常に重要であり、
共和化工（株）の技術者派遣業務を継続して欲
しい」との嘆願書が町に届いています。この件
に関しては、未回答とのことでした。

共和化工（株）との協議

南郷上ノ山公園 4月15日～
クリーンセンター 8月 5日～

生ごみ堆肥の無償配布

　担当課から「逗子市は、議会6月定例会で補
正予算を提出し、11月から葉山町への生ごみ
搬入を目指しているとのことです」との説明を
受けました。
　そのため、工事遅延により逗子市が被った損
失額等の金銭的解決に向けて、お互いに弁護
士を立てての話し合いに入りました。

工事遅延による逗子市からの要求額
419万6296円

逗子市との協議

　令和8年度以降も通年議会制を実施する
ことを確認し、会議規則の一部改正と、実施
要項を新たに策定することを決めました。

委員長　伊東 圭介

葉山町議会会議規則の一部を
改正する規則

　各会派・議員から提案された7項目31点
のうち、6点を議会広報常任委員会に付託し
ました。9点については、検討終了としまし
た。

議会改革

委員長　山田 由美

　2月に国政選挙のため中止になった会議
の代替日を決定しました。（裏表紙に関連記
事）

「町民との会議」

　広報・広聴の充実や、主権者教育等につい
て議論を進めます。

議会改革

南郷上ノ山公園の生ごみ堆肥置き場

議会運営委員会 議会広報常任委員会
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　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述を行い
ました。
　委員からは「防音室の必要性に疑問がある」
「防音室設置について、町は再考する意思を示
した」との意見が出され、全会一致により採択と
しました。

　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述を行い
ました。
　担当課からは「木造の橋にすることは、許認
可・費用・耐久性の面から困難である」との説明
がありました。
　委員からは「既に予算も計上され、実施する
段階となっている」「コストをかけずに効果を上
げることが大切だ」との意見が出され、賛成な
しにより不採択としました。

新堀内会館内に設置予定の防音室に
ついて、再考を求める陳情書

臨御橋を木の橋に架け替えることを
求める陳情

　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述を行い
ました。
　担当課からは「水道水の漏水があったため、
水道局に工事をしてもらった。まだ湧水がある
ので、渇水期に再度、漏水調査を行う」との説明
がありました。
　委員からは「今後は、所管事務調査として取
り扱うべきである」との意見が出され、全会一
致により採択としました。

●下山口茅木山造成工事の進捗について
●公園整備方針について
４月９日　廃止公園　現地踏査

一色平松地番1262-42
町有地から湧き出る大量の地下水、
湧水に関する陳情書

下山口茅木山開発地

所管事務調査

委員長　荒井 直彦総務建設常任委員会

　担当課からは「老朽化のため、建替えを選択
した」「諸問題の解決を進めることで、地元の12
町内会と無償譲渡契約を結んだ」「金銭トラブ
ルに関しては、運営委員会の元代表者と和解の
話を進めている」との説明がありました。
　委員からは「陳情にある各項目については、
明らかにする必要がある」との意見が出され、
全会一致により採択としました。

　担当課からは「どの部署に寄附があっても、
必ず財政課が介入している」「匿名の寄附につ
いても、氏名は承知している」「町からの補助金
が交付されている団体への寄付については、新
たなルールを定める」との説明がありました。
　委員からは「透明性は大事だが、ルール化に
こだわる必要はない」との意見が出され、全会
一致により趣旨了承としました。

堀内会館再整備に関する陳情書

企業からの寄付と、行政判断の
公正性確保に関するルール整備を
求める陳情書

　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述を行い
ました。
　担当課からは「将来的に、児童遊園を横切る
形で整備予定の都市計画道路を考慮して、南側
に配置した」との説明がありました。
　委員からは「道路の必要性や実現性が見え
ない中、決定を急ぐ必要はない」との意見が出
され、全会一致により趣旨了承としました。

　審査にあたり、陳情提出人の意見陳述を行い
ました。
　委員からは「整備後の運営に不安がある」「町
は住民の声を十分に聞いていなかった」との意
見が出され、全会一致により採択としました。

堀内会館再整備について、
建物配置を既存の北側配置にするよう
求める陳情書

堀内会館再整備によって影響を受ける
近接住民と、町との話し合いの場を
充分に設けるよう、議会の後押しを
求める陳情書
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工事請負契約の締結について(町道牛ヶ谷・戸根山線舗装復旧工事)

指定管理者の指定について（集会所）

指定管理者の指定について（葉山町朝市、農産物加工施設）

指定管理者の指定について（真名瀬漁港甲種漁港施設）

教育委員会委員の任命について

葉山町議会会議規則の一部を改正する規則

堀内会館再整備に関する陳情書

企業からの寄付と行政判断の公正性確保に関するルール整備を求める陳情書

子育て支援拠点が不足している地域における支援体制の充実に関する陳情

堀内会館再整備基本計画について、建物配置を既存の北側配置に建築を求める陳情書

可決

可決

可決

可決

同意

可決

採択

趣旨了承

趣旨了承

趣旨了承

採択

採択

不採択

採択

P10

P10

－

－

－

P13

P12

P12

P11

P12

P12

P12

P12

P12

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

議会議案
第8-1号

陳情
第8-2号

陳情
第8-3号

陳情
第8-4号

陳情
第8-5号

陳情
第8-6号

陳情
第8-7号

陳情
第8-8号

陳情
第8-9号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

堀内会館再整備によって影響を受ける近接住民と、町との話し合いの場を充分に設けるよう、
議会の後押しを求める陳情書

新堀内会館内に設置予定の防音室について必要性を再考し、それでも必要な場合は充分な防音性能を
備えるよう議会の後押しを求める陳情書

御用邸の臨御橋を、現在の臨御橋を補修するのではなく、日本各地にある美しい赤い木の橋のように
御用邸にふさわしい臨御橋に架け替える事によって、御用邸一帯を葉山町以外から多くの人々が訪れて
来るような葉山町の名所にするための陳情

一色平松地番1262-42町有地から湧き出る大量の地下水、湧水に関する陳情書

町民との会議
●葉山町鳥獣対策協議会

鳥獣対策協議会（葉山わな猟の会）との会議

詳しい内容は
議会ホームページを
ご参照ください

葉山わな猟の会HP▶

「町民との会議」
の申し込み方

　議会では「議会報告
会」のほか、町民の方、
団体の方々との懇談の
場を設けています。
　詳細は議会事務局へ
お問い合わせください。
TEL.046-876-1111

過去の
意見交換会

葉山町火災予防条例の一部を改正する条例

葉山町汚水処理場の設置及び管理に関する条例及び葉山町汚水処理施設管理基金の設置、管理及び処分
に関する条例を廃止する条例

可決

可決

P10

－

議案
第16号

議案
第17号

　2月2日、イノシシ対策について3回目の意見交換会を行いました。
　生息範囲が逗子市や横須賀市にも広がっている状況、隊員が高齢化し
ているため環境課に専門員が必要であること、解体施設や焼却施設につ
いての要望等を伺いました。
　捕獲圧を下げたら、すぐ頭数が増える危機的状況だと再認識しました。
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○○○○○○○○○○○
○
討
論
○－令和８年度葉山町一般会計予算 可決議案

第6号 P2

○○○○○○○○○○

×
×

討
論
○－令和８年度葉山町国民健康保険特別会計予算 可決議案

第7号 P2

○○○○○○○○○○

×
×

討
論
○－令和８年度葉山町後期高齢者医療特別会計予算 可決議案

第8号 P2

○○○○○○○○○○○
○
討
論
○－令和８年度葉山町介護保険特別会計予算 可決議案

第9号 P2

○○○○○○○○○○

×
×

討
論
○－令和８年度葉山町下水道事業会計予算 可決議案

第10号 P2

○○○○○○○○○○

×

討
論

×

○－葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決議案
第23号 P10

○○○○○○○○○○

×

討
論

×

○－葉山町介護保険条例の一部を改正する条例 可決議案
第24号 P10

○
討
論

×

討
論

× ○
討
論

×

討
論
○
○
討
論
○○○○

○
討
論
◎－議案第６号令和８年度葉山町一般会計予算に対する

附帯決議 可決議会議案
第8-2号 P3

○○

×

○○○○○
○
討
論
○○

○
討
論
○－陳情　政務活動費を含めた議員報酬見直しを求める 採択陳情

第7-43号 P8

×

討
論

× × ○
討
論

×

討
論

×
×

討
論

× × × ×
×

討
論

×

－トゥモローランド開発における未解決な申請書類等の
疑惑について、葉山町の説明責任を求める陳情 不採択陳情

第8-1号 P8

令和８年２月定例会議　表決結果

令和８年１月臨時会議　表決結果

○は賛成　　×は反対　　◎は提出者　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

関連

記事

三
　浦

星
笹
　本

中
　村

石
　岡

山
　田

金
　崎

荒
　井

笠
　原

待
　寺

窪
　田

近
　藤

伊
　東

土
　佐

結
　果

議員氏名(議席順）
議案・決議・陳情等

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第９号）

令和７年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和７年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和７年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第３号）

葉山町犯罪被害者等支援条例

葉山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

葉山町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

葉山町行政手続条例の一部を改正する条例

葉山町手数料条例の一部を改正する条例

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

P9

－

－

－

P11

P11

P11

－

P10

議案
第2号

議案
第3号

議案
第4号

議案
第5号

議案
第11号

議案
第12号

議案
第13号

議案
第14号

議案
第15号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第８号） 可決 P8議案
第1号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事
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問
　
健
康
へ
の
関
心
が
薄
い
若
い
世
代
へ
の
対
応
が

重
要
と
思
う
が
。

町
長
　
課
題
と
し
て
、
若
い
世
代
の
健
診
等
へ
の
参

加
が
少
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
関
係
機
関
と
の

一
層
の
連
携
に
よ
り
、
若
い
世
代
や
健
康
無
関
心
層

へ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
ど
も
を
含
め
た
、
世
代
を
超
え
た
成
人
病
予

防
、
健
康
増
進
対
策
の
推
進
を
。

町
長
　
若
年
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中
学
生
へ

の
給
食
便
り
で
の
減
塩
の
啓
発
や
、
20
歳
か
ら
の
一

部
が
ん
検
診
の
実
施
、
集
団
検
診
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
制

の
導
入
な
ど
を
し
て
い
る
。
若
い
頃
か
ら
自
身
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と

は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
医
療
・
介
護
費
用
の
増
大
防

止
に
つ
な
が
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
若
年

期
、
壮
年
期
、
高
齢
期
と
一
貫
し
た
取
り
組
み
を
目

指
す
。

問
　
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
理
解
の
共
有
は
。

町
長
　
健
康
に
関
す
る
意
識
や
情
報
量
は
個
人
差
が

大
き
い
。
対
象
者
の
状
況
に
合
わ
せ
、
講
演
会
の
よ

う
な
集
団
対
応
や
個
別
の
保
健
指
導
に
よ
り
、
情
報

提
供
や
理
解
の
共
有
に
努
め
る
。

問
　
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
る
。
職
員

全
員
に
よ
る
問
題
点
の
洗
い
出
し
が
必
要
で
は
。

町
長
　
令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
の
機
構
改
革
の
検

討
に
あ
た
り
、
今
後
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
３
つ
増
や
し
て
検
討
し

て
い
る
。
従
来
の
行
政
手
法
の
延
長
線
上
で
は
対
応

が
難
し
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
定
型
業
務
等
を
中

心
と
し
た
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
の
推
進
、
民
間
企
業
や
住

民
、
他
自
治
体
と
の
協
働
や
連
携
な
ど
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
の
手
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

機
構
改
革
の
議
論
検
討

総
務
部
長
　
公
園
遊
具
の
不
具
合
な
ど
、
通
報
機
能

の
拡
充
は
重
要
で
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問
　
町
内
会
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
、
住
所
か
ら
所

属
町
内
会
や
連
絡
先
が
分
か
る
仕
組
み
の
導
入
を
。

政
策
財
政
部
長
　
地
図
情
報
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問
　
地
震
時
の
火
災
対
策
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
を
。
高
齢
者
へ
の
支
援
や
補
助
制
度
は
。

総
務
部
長
　
過
去
に
導
入
支
援
の
実
績
が
あ
り
、
今

後
も
周
知
や
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
・
検
討
す
る
。

問
　
災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
、
機
体
配

備
や
人
材
育
成
の
考
え
は
。

消
防
長
　
現
在
は
協
定
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、

有
効
性
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
広
報
板
デ
ー
タ
の
利
便
性
向
上
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
推
進

防
災
対
策
の
強
化

南郷上ノ山公園で開催した「パックウォーク」

若い人も健康診断を!

中村和雄

病
気
の
予
防

星加代子

ペ
ッ
ト
の
災
害
避
難

金崎ひさ

犬
の
う
ん
ち
Ｂ
Ｏ
Ｘ

待寺真司

町
内
施
設
の
整
備
課
題

近藤昇一

堀
内
会
館
整
備

山田由美

遺
贈
寄
付
の
活
用

伊東圭介

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
状

石岡実成

子
育
て
拠
点

荒井直彦

南
郷
交
差
点
改
良

窪田美樹

子
育
て
支
援

笹本貢史

無
電
柱
化
の
取
り
組
み
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問
　
健
康
へ
の
関
心
が
薄
い
若
い
世
代
へ
の
対
応
が

重
要
と
思
う
が
。

町
長
　
課
題
と
し
て
、
若
い
世
代
の
健
診
等
へ
の
参

加
が
少
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
関
係
機
関
と
の

一
層
の
連
携
に
よ
り
、
若
い
世
代
や
健
康
無
関
心
層

へ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
ど
も
を
含
め
た
、
世
代
を
超
え
た
成
人
病
予

防
、
健
康
増
進
対
策
の
推
進
を
。

町
長
　
若
年
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中
学
生
へ

の
給
食
便
り
で
の
減
塩
の
啓
発
や
、
20
歳
か
ら
の
一

部
が
ん
検
診
の
実
施
、
集
団
検
診
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
制

の
導
入
な
ど
を
し
て
い
る
。
若
い
頃
か
ら
自
身
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と

は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
医
療
・
介
護
費
用
の
増
大
防

止
に
つ
な
が
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
若
年

期
、
壮
年
期
、
高
齢
期
と
一
貫
し
た
取
り
組
み
を
目

指
す
。

問
　
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
理
解
の
共
有
は
。

町
長
　
健
康
に
関
す
る
意
識
や
情
報
量
は
個
人
差
が

大
き
い
。
対
象
者
の
状
況
に
合
わ
せ
、
講
演
会
の
よ

う
な
集
団
対
応
や
個
別
の
保
健
指
導
に
よ
り
、
情
報

提
供
や
理
解
の
共
有
に
努
め
る
。

問
　
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
る
。
職
員

全
員
に
よ
る
問
題
点
の
洗
い
出
し
が
必
要
で
は
。

町
長
　
令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
の
機
構
改
革
の
検

討
に
あ
た
り
、
今
後
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
３
つ
増
や
し
て
検
討
し

て
い
る
。
従
来
の
行
政
手
法
の
延
長
線
上
で
は
対
応

が
難
し
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
定
型
業
務
等
を
中

心
と
し
た
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
の
推
進
、
民
間
企
業
や
住

民
、
他
自
治
体
と
の
協
働
や
連
携
な
ど
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
の
手
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

星
加
代
子

町
独
自
の
ペ
ッ
ト
の

避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

総
務
部
長

　
国
の
改
訂
内
容
も
踏
ま
え

　
町
と
し
て
の
情
報
提
供
を
検
討
す
る

皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

町政を問う 　各議員の枠内右下にあ
るQRコードを読み取ると
議会本会議での一般質問
の動画を観ることができ
ます。また、過去に遡った
質問動画もご覧いただけ
ます。

健
康
へ
の
関
心
が
薄
い

若
い
世
代
へ
の
対
応
は

中
村
和
雄

町
長

　
関
係
機
関
と
の
連
携
を

　
強
化
し
て
検
討
し
た
い

問
　
災
害
発
生
時
の
ペ
ッ
ト
避
難
の
ル
ー
ル
が
分
か

り
に
く
い
。
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
。

総
務
部
長
　
国
の
改
訂
内
容
も
踏
ま
え
、
町
と
し
て

整
理
し
た
形
で
の
情
報
提
供
を
検
討
す
る
。

問
　
海
岸
へ
の
犬
の
排
せ
つ
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置

を
契
機
に
、
ペ
ッ
ト
共
生
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
葉
山

の
魅
力
を
町
と
し
て
整
理
し
た
形
で
の
情
報
提
供
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
試
行
を
重
ね
な
が
ら
、
先
進
的
な
他
の
自
治

体
と
連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

問
　
町
公
式
L 

I 

N 

E 

の
「
通
報
機
能
」
は
空
き

家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
道
路
の
問
題
や
倒
木
な
ど

幅
広
い
通
報
に
活
用
で
き
な
い
か
。

ペ
ッ
ト
共
生
モ
デ
ル

町
民
参
加
の
D
X
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問
　
堀
内
会
館
再
整
備
計
画
の
設
計
図
で
、
都
市
計

画
道
路
風
早
元
町
線
の
線
形
が
堀
内
児
童
遊
園
内
に

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
道
路
の
整
備
進
捗
率
は
。

都
市
経
済
部
長
　
整
備
率
は
22
・
6
％
で
全
体
の
街

路
の
中
で
一
番
低
い
。
災
害
対
応
の
視
点
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。
令
和
７
年
度
に
改
定
し
た
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
位
置
付
け
て
い
る
。

問
　
街
路
整
備
を
見
込
ん
で
建
物
を
南
側
に
移
動
す

る
こ
と
や
、
桜
の
木
の
伐
採
に
納
得
が
い
か
な
い
が
。

町
長
　
街
路
を
整
備
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
議
論

を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
。
こ
の
件
を
き
っ
か
け
に

流
動
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
の
認
識
だ
。
桜
の
木
も

樹
齢
が
高
く
な
り
調
査
の
結
果
を
受
け
更
新
し
た
い
。

問
　
福
祉
文
化
会
館
に
子
育
て
支
援
や
保
健
セ
ン

タ
ー
機
能
を
移
す
計
画
は
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
で
は
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
時
期
は
未
定
だ
。
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
は
本
移
設
と
切
り
離
し
、
こ
ど
も
計

画
の
期
間
中
に
長
柄
地
区
に
造
る
と
答
弁
し
た
。

問
　
完
成
時
期
は
未
定
だ
が
、
旧
役
場
跡
地
が
災
害

対
応
の
整
備
や
利
用
が
図
ら
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と

に
は
大
い
に
賛
成
だ
。
一
色
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

醸
成
施
設
が
少
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町
長
　
一
色
小
新
館
や
森
山
神
社
の
会
館
等
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
施
設
数
は
非
常
に
少
な
い
。

問
　
学
校
施
設
に
関
し
「
将
来
的
な
赤
字
を
前
提
に

物
事
を
進
め
て
よ
い
の
か
非
常
に
重
い
課
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
」
と
、
財
政
面
で
厳
し
い
状
況
の
発
言

が
あ
り
、
少
し
不
安
に
思
っ
た
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
学
校
整
備
に
お
い
て
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
下

水
道
事
業
だ
。
金
額
と
し
て
大
規
模
に
な
る
学
校
整

備
も
下
水
道
と
同
じ
よ
う
に
向
き
合
う
。
意
義
の
あ

る
お
金
の
使
い
方
が
で
き
る
こ
と
も
示
し
、
将
来
世

代
に
責
任
の
あ
る
、
感
謝
し
て
も
ら
え
る
施
設
整
備

に
向
き
合
っ
て
い
く
覚
悟
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
　
逗
子
市
の
生
ご
み
搬
入
は
11
月
の
予
定
か
。

環
境
部
長
　
お
互
い
に
そ
の
よ
う
に
合
意
し
て
い
る
。

問
　
逗
子
市
へ
の
損
害
賠
償
金
額
は
共
和
化
工

（
株
）
に
請
求
す
る
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

環
境
部
長
　
事
業
者
に
は
っ
き
り
と
伝
え
て
あ
る
。

問
　
事
業
者
か
ら
追
加
工
事
等
合
計
額
が
示
さ
れ
、

応
じ
な
け
れ
ば
訴
訟
提
起
と
の
文
章
が
届
い
た
が
。

環
境
部
長
　
呑
め
る
金
額
で
は
な
い
と
通
知
し
た
。

問
　
事
業
者
か
ら
の
技
術
者
派
遣
を
継
続
し
な
い
と

臭
気
等
の
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任
を
負
え
な
い
と
の

通
達
も
き
て
い
る
が
。

環
境
部
長
　
契
約
書
に
基
づ
く
負
担
は
負
う
べ
き
だ
。

問
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
物
も
戸
別
回
収
に
し
て
は
。

環
境
部
長
　
高
齢
化
の
推
移
等
で
制
度
設
計
の
変
更

の
時
期
も
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
犬
の
う
ん
ち
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
は
。

環
境
部
長
　
犬
の
飼
い
主
で
な
い
方
が
う
ん
ち
を
見

つ
け
た
時
に
、
拾
っ
て
回
収
す
る
た
め
の
ボ
ッ
ク
ス

な
の
で
、
散
歩
コ
ー
ス
の
適
地
に
設
置
す
る
。

問
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
１
回
に
複
数
枚
使
用
を

可
能
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

福
祉
部
長
　
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
と
は
。

教
育
部
長
　
学
校
内
に
交
流
の
空
間
を
作
る
こ
と
。

問
　
当
面
は
図
書
室
等
を
使
っ
て
実
証
実
験
と
の
こ

と
だ
が
、
児
童
・
生
徒
も
加
え
る
の
か
。

教
育
部
長
　
子
ど
も
達
を
巻
き
込
む
か
は
学
校
と
十

分
に
協
議
し
て
い
な
い
。

問
　
分
離
型
小
中
一
貫
校
の
成
果
と
し
て
教
員
の
交

流
の
み
を
挙
げ
る
が
、
子
ど
も
の
教
育
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
教
科
面
は
２
年
目
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

交
通
問
題

小
中
一
貫
校

町
長
　
ソ
フ
ト
面
は
別
途
整
理
を
進
め
る
。

問
　
事
業
発
注
前
に
解
決
す
る
の
が
原
則
で
は
。

町
長
　
令
和
８
年
度
の
早
期
解
決
を
目
指
す
。

問
　
一
色
平
松
地
区
で
の
地
下
水
問
題
の
現
状
と
調

査
状
況
の
確
認
を
求
め
る
。

都
市
経
済
部
長
　
雨
天
で
調
査
延
期
。
再
実
施
予
定
。

問
　
上
水
道
の
漏
水
以
外
で
原
因
の
可
能
性
は
。

都
市
経
済
部
長
　
原
因
を
段
階
的
に
特
定
し
て
い
く
。

問
　
下
山
口
風
致
地
区
で
の
樹
木
伐
採
で
は
、
伐
採

本
数
や
面
積
の
未
掌
握
は
問
題
で
は
。

都
市
経
済
部
長
　
詳
細
記
録
が
不
十
分
と
認
識
す
る
。

問
　
無
断
伐
採
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
補
植
等
で
対
応
し
て
い
く
方
針
だ
。

問
　
公
契
約
条
例
は
地
域
経
済
循
環
に
不
可
欠
で
は
。

政
策
財
政
部
長
　
研
究
課
題
と
し
て
検
討
継
続
す
る
。

問
　
随
意
契
約
上
限
金
額
引
き
上
げ
は
。

政
策
財
政
部
長
　
令
和
８
年
４
月
よ
り
引
き
上
げ
る
。

うんちを見つけたら拾ってください

近い将来見直しの必要がある４施設

堀内会館

ま
ち
づ
く
り

地
域
経
済
活
性
化
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一
般
質
問

予
算

金
崎
ひ
さ

環
境
部
長
　
　
　

　飼
い
主
で
な
い
方
が

　
拾
い
捨
て
る
ボ
ッ
ク
ス
だ

犬
の
う
ん
ち

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は

4

問
　
堀
内
会
館
再
整
備
計
画
の
設
計
図
で
、
都
市
計

画
道
路
風
早
元
町
線
の
線
形
が
堀
内
児
童
遊
園
内
に

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
道
路
の
整
備
進
捗
率
は
。

都
市
経
済
部
長
　
整
備
率
は
22
・
6
％
で
全
体
の
街

路
の
中
で
一
番
低
い
。
災
害
対
応
の
視
点
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。
令
和
７
年
度
に
改
定
し
た
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
位
置
付
け
て
い
る
。

問
　
街
路
整
備
を
見
込
ん
で
建
物
を
南
側
に
移
動
す

る
こ
と
や
、
桜
の
木
の
伐
採
に
納
得
が
い
か
な
い
が
。

町
長
　
街
路
を
整
備
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
議
論

を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
。
こ
の
件
を
き
っ
か
け
に

流
動
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
の
認
識
だ
。
桜
の
木
も

樹
齢
が
高
く
な
り
調
査
の
結
果
を
受
け
更
新
し
た
い
。

問
　
福
祉
文
化
会
館
に
子
育
て
支
援
や
保
健
セ
ン

タ
ー
機
能
を
移
す
計
画
は
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
で
は
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
時
期
は
未
定
だ
。
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
は
本
移
設
と
切
り
離
し
、
こ
ど
も
計

画
の
期
間
中
に
長
柄
地
区
に
造
る
と
答
弁
し
た
。

問
　
完
成
時
期
は
未
定
だ
が
、
旧
役
場
跡
地
が
災
害

対
応
の
整
備
や
利
用
が
図
ら
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と

に
は
大
い
に
賛
成
だ
。
一
色
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

醸
成
施
設
が
少
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町
長
　
一
色
小
新
館
や
森
山
神
社
の
会
館
等
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
施
設
数
は
非
常
に
少
な
い
。

問
　
学
校
施
設
に
関
し
「
将
来
的
な
赤
字
を
前
提
に

物
事
を
進
め
て
よ
い
の
か
非
常
に
重
い
課
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
」
と
、
財
政
面
で
厳
し
い
状
況
の
発
言

が
あ
り
、
少
し
不
安
に
思
っ
た
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
学
校
整
備
に
お
い
て
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
下

水
道
事
業
だ
。
金
額
と
し
て
大
規
模
に
な
る
学
校
整

備
も
下
水
道
と
同
じ
よ
う
に
向
き
合
う
。
意
義
の
あ

る
お
金
の
使
い
方
が
で
き
る
こ
と
も
示
し
、
将
来
世

代
に
責
任
の
あ
る
、
感
謝
し
て
も
ら
え
る
施
設
整
備

に
向
き
合
っ
て
い
く
覚
悟
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

待
寺
真
司

堀
内
会
館
の

　
　
　再
整
備
は

都
市
経
済
部
長

　
災
害
対
応
の
視
点
か
ら

　
進
め
る

堀
内
会
館
優
先
と
い
う

順
位
の
妥
当
性
は

近
藤
昇
一

政
策
財
政
部
長

　
築
60
年
経
過
し
て
い
る

問
　
逗
子
市
の
生
ご
み
搬
入
は
11
月
の
予
定
か
。

環
境
部
長
　
お
互
い
に
そ
の
よ
う
に
合
意
し
て
い
る
。

問
　
逗
子
市
へ
の
損
害
賠
償
金
額
は
共
和
化
工

（
株
）
に
請
求
す
る
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

環
境
部
長
　
事
業
者
に
は
っ
き
り
と
伝
え
て
あ
る
。

問
　
事
業
者
か
ら
追
加
工
事
等
合
計
額
が
示
さ
れ
、

応
じ
な
け
れ
ば
訴
訟
提
起
と
の
文
章
が
届
い
た
が
。

環
境
部
長
　
呑
め
る
金
額
で
は
な
い
と
通
知
し
た
。

問
　
事
業
者
か
ら
の
技
術
者
派
遣
を
継
続
し
な
い
と

臭
気
等
の
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任
を
負
え
な
い
と
の

通
達
も
き
て
い
る
が
。

環
境
部
長
　
契
約
書
に
基
づ
く
負
担
は
負
う
べ
き
だ
。

問
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
物
も
戸
別
回
収
に
し
て
は
。

環
境
部
長
　
高
齢
化
の
推
移
等
で
制
度
設
計
の
変
更

の
時
期
も
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
犬
の
う
ん
ち
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
は
。

環
境
部
長
　
犬
の
飼
い
主
で
な
い
方
が
う
ん
ち
を
見

つ
け
た
時
に
、
拾
っ
て
回
収
す
る
た
め
の
ボ
ッ
ク
ス

な
の
で
、
散
歩
コ
ー
ス
の
適
地
に
設
置
す
る
。

問
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
１
回
に
複
数
枚
使
用
を

可
能
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

福
祉
部
長
　
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
と
は
。

教
育
部
長
　
学
校
内
に
交
流
の
空
間
を
作
る
こ
と
。

問
　
当
面
は
図
書
室
等
を
使
っ
て
実
証
実
験
と
の
こ

と
だ
が
、
児
童
・
生
徒
も
加
え
る
の
か
。

教
育
部
長
　
子
ど
も
達
を
巻
き
込
む
か
は
学
校
と
十

分
に
協
議
し
て
い
な
い
。

問
　
分
離
型
小
中
一
貫
校
の
成
果
と
し
て
教
員
の
交

流
の
み
を
挙
げ
る
が
、
子
ど
も
の
教
育
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
教
科
面
は
２
年
目
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

問
　
過
去
に
対
話
集
会
で
の
町
長
の
堀
内
会
館
に
つ

い
て
「
耐
震
性
あ
り
」
の
発
言
の
根
拠
は
何
か
。

町
長
　
資
料
確
認
で
き
ず
誤
り
で
あ
っ
た
。

問
　
誤
情
報
放
置
の
責
任
は
重
大
で
は
な
い
か
。

町
長
　
当
時
の
確
認
が
体
制
不
十
分
で
あ
っ
た
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
体
制
に
疑
問
が
残
る
。

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
ず
問
題
で
は
。

政
策
財
政
部
長
　
再
発
防
止
を
徹
底
し
て
い
く
。

問
　
堀
内
会
館
優
先
と
い
う
順
位
の
妥
当
性
は
、
他

施
設
と
の
比
較
検
討
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長
　
他
の
公
共
施
設
と
比
較
し
、
築
60

年
経
過
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た
。

問
　
町
民
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

政
策
財
政
部
長
　
説
明
不
足
は
認
識
し
改
善
を
図
る
。

問
　
未
解
決
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
進
行
を
す
る
の
か
。
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問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
の
工
事
等
金
額
の

協
議
に
お
い
て
、
改
め
て
７
億
７
千
万
円
を
超
え
る

請
求
額
が
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
た
が
、
町
は
実
質
ゼ

ロ
回
答
を
し
て
い
る
。
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

町
長
　
協
議
は
進
展
し
て
い
な
い
が
、
事
業
者
が
求

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
契
約
書
に
則
り
神
奈
川

県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
に
判
断
し
て
も
ら
う
の
が

妥
当
だ
と
思
う
。

問
　
逗
子
市
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

町
長
　
主
に
資
本
費
と
遅
延
損
害
金
の
２
つ
の
課
題

が
残
っ
て
い
る
と
思
う
。

問
　
仮
に
工
事
費
を
め
ぐ
る
事
業
者
と
の
協
議
が
第

三
者
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
、

逗
子
市
の
対
応
へ
の
想
定
は
。

町
長
　
一
定
の
影
響
は
心
配
さ
れ
る
が
、
生
ご
み
資

源
化
処
理
施
設
に
関
し
て
は
稼
働
が
で
き
て
お
り
、

環
境
貢
献
、
２
市
１
町
の
広
域
処
理
対
応
と
し
て
、

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
捕
獲
体
制
と
処
理
施
設
の
整
備
に
対
す
る
方
針

を
伺
う
。

町
長
　
捕
獲
の
担
い
手
不
足
や
処
理
施
設
の
場
所
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
継
続
性
も
視
野
に
入
れ
対
応
し

て
い
く
。

問
　
令
和
７
年
度
末
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
補
助
金
増
額
期
間
が
終
了
す
る
が
、
成
果
は
。

環
境
部
長
　
当
初
、
約
700
基
あ
っ
た
単
独
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
、
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
し
た

転
換
数
が
約
300
基
ほ
ど
で
あ
る
。
今
後
も
減
額
に
は

な
る
が
、
国
・
県
・
町
の
補
助
制
度
を
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
、
清
掃
・
保
守
点
検
・
法
定
検
査
を
含
め

た
維
持
管
理
補
助
制
度
の
周
知
を
行
い
、
水
質
浄
化

に
努
め
る
。

問
　
遺
贈
寄
附
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
土
地

や
家
屋
の
寄
附
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
現
金
化
し
て
受
け

取
る
場
合
に
は
、
民
間
と
の
提
携
事
例
が
あ
る
が
。

政
策
財
政
部
長
　
新
た
な
財
源
確
保
策
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
鎌
倉
市
の
事
例
等
を
研
究
し
た
い
。

問
　
少
子
化
の
進
行
が
深
刻
だ
。
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
流
入
も
、
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
。

小
中
一
貫
校
の
建
設
は
、
も
う
数
年
、
様
子
を
見
な

が
ら
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
図
書
館
を

取
り
込
む
こ
と
に
も
、
多
く
の
意
見
が
出
る
と
思
う
。

町
長
　
教
育
委
員
会
と
共
に
、
色
々
な
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
開
発
に
よ
り
「
公
開
さ
れ
た
空
地
」
は
、
通
る

人
が
公
共
空
間
と
認
識
で
き
る
方
が
よ
い
。
町
内
で
は
、

森
戸
海
岸
の
ホ
テ
ル
の
事
例
が
あ
る
。
通
る
人
の
憩

い
の
場
に
な
る
よ
う
、
表
示
板
や
ベ
ン
チ
等
の
設
置

を
、
事
業
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

環
境
部
長
　
話
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

問
　
下
山
口
茅
木
山
の
開
発
で
、
無
断
で
樹
木
伐
採

し
た
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
補
植
等
の
計
画
を
指
導
し
て
い
る
。

問
　
そ
の
後
、
緑
が
回
復
し
て
い
る
か
追
跡
調
査
は
。

都
市
経
済
部
長
　
し
っ
か
り
管
理
を
お
願
い
す
る
。

問
　
住
民
は
崖
崩
れ
対
策
を
求
め
て
い
る
が
、
事
業

者
は
擁
壁
を
作
ら
な
い
と
い
う
。
安
全
性
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
町
は
、
法
に
基
づ
く
工
事
と
認
識

し
て
い
る
。
県
か
ら
も
、
特
に
話
は
な
い
。
斜
面
に

わ
ら
芝
を
敷
設
し
た
の
で
、
芽
吹
い
て
緑
化
さ
れ
る
。

問
　
下
山
口
ラ
イ
フ
開
発
地
周
辺
の
、
公
共
下
水
道

の
見
通
し
は
。

環
境
部
長
　
8
月
く
ら
い
を
目
途
に
完
了
し
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
及
び
処
理

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
事
業

が
ら
適
切
に
、
か
つ
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　
教
育
相
談
窓
口
の
見
せ
方
や
周
知
の
強
化
に
加

え
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
的
な
第
三
者
相
談
窓
口

の
設
立
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
相
談
窓
口
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
一
度
、
研
究
を
重
ね
て
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
第
三
者
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
等
を
絡
め
て
総
合
的
に
検
討
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
　
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
の
意
向
は
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
、
福
祉
部
と
連
携
し
な
が
ら

協
議
は
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
校
長
会
で
も
話
は
し

て
い
る
。
今
後
は
、
子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
創
り
あ

げ
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
葉
山
の
魅
力
で
あ
る
山
を
、
誰
が
守
り
ど
の
よ

う
に
次
世
代
に
残
す
の
か
、
考
え
る
時
期
な
の
で
は
。

環
境
部
長
　
山
の
保
全
だ
け
で
は
な
く
、
利
活
用
も

含
め
、
行
政
と
し
て
の
役
割
を
考
え
て
い
き
た
い
。

下山口茅木山開発地

合併浄化槽への転換工事

自作のプレゼン資料の１ページ

山
の
整
備
・
保
全
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問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
の
工
事
等
金
額
の

協
議
に
お
い
て
、
改
め
て
７
億
７
千
万
円
を
超
え
る

請
求
額
が
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
た
が
、
町
は
実
質
ゼ

ロ
回
答
を
し
て
い
る
。
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

町
長
　
協
議
は
進
展
し
て
い
な
い
が
、
事
業
者
が
求

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
契
約
書
に
則
り
神
奈
川

県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
に
判
断
し
て
も
ら
う
の
が

妥
当
だ
と
思
う
。

問
　
逗
子
市
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

町
長
　
主
に
資
本
費
と
遅
延
損
害
金
の
２
つ
の
課
題

が
残
っ
て
い
る
と
思
う
。

問
　
仮
に
工
事
費
を
め
ぐ
る
事
業
者
と
の
協
議
が
第

三
者
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
、

逗
子
市
の
対
応
へ
の
想
定
は
。

町
長
　
一
定
の
影
響
は
心
配
さ
れ
る
が
、
生
ご
み
資

源
化
処
理
施
設
に
関
し
て
は
稼
働
が
で
き
て
お
り
、

環
境
貢
献
、
２
市
１
町
の
広
域
処
理
対
応
と
し
て
、

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
捕
獲
体
制
と
処
理
施
設
の
整
備
に
対
す
る
方
針

を
伺
う
。

町
長
　
捕
獲
の
担
い
手
不
足
や
処
理
施
設
の
場
所
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
継
続
性
も
視
野
に
入
れ
対
応
し

て
い
く
。

問
　
令
和
７
年
度
末
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
補
助
金
増
額
期
間
が
終
了
す
る
が
、
成
果
は
。

環
境
部
長
　
当
初
、
約
700
基
あ
っ
た
単
独
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
、
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
し
た

転
換
数
が
約
300
基
ほ
ど
で
あ
る
。
今
後
も
減
額
に
は

な
る
が
、
国
・
県
・
町
の
補
助
制
度
を
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
、
清
掃
・
保
守
点
検
・
法
定
検
査
を
含
め

た
維
持
管
理
補
助
制
度
の
周
知
を
行
い
、
水
質
浄
化

に
努
め
る
。

土
地
の
遺
贈
寄
附
の

現
金
化
は

政
策
財
政
部
長
　 

　
鎌
倉
市
の
事
例
等
を
研
究
し
た
い

山
田
由
美

伊
東
圭
介

町
長

　
契
約
書
に
則
り

　
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
が
妥
当
だ

改
め
て
請
求
額
が
示
さ
れ
た
が

今
後
の
方
針
は

石
岡
実
成

福
祉
部
長
　
　
　

　
計
画
通
り
早
期
実
現
に
向
け
て

　
調
整
し
て
い
く

こ
ど
も
計
画
に
あ
る
長
柄
地
区
の

子
育
て
拠
点
の
今
後
は

問
　
遺
贈
寄
附
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
土
地

や
家
屋
の
寄
附
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
現
金
化
し
て
受
け

取
る
場
合
に
は
、
民
間
と
の
提
携
事
例
が
あ
る
が
。

政
策
財
政
部
長
　
新
た
な
財
源
確
保
策
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
鎌
倉
市
の
事
例
等
を
研
究
し
た
い
。

問
　
少
子
化
の
進
行
が
深
刻
だ
。
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
流
入
も
、
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
。

小
中
一
貫
校
の
建
設
は
、
も
う
数
年
、
様
子
を
見
な

が
ら
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
図
書
館
を

取
り
込
む
こ
と
に
も
、
多
く
の
意
見
が
出
る
と
思
う
。

町
長
　
教
育
委
員
会
と
共
に
、
色
々
な
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
開
発
に
よ
り
「
公
開
さ
れ
た
空
地
」
は
、
通
る

人
が
公
共
空
間
と
認
識
で
き
る
方
が
よ
い
。
町
内
で
は
、

森
戸
海
岸
の
ホ
テ
ル
の
事
例
が
あ
る
。
通
る
人
の
憩

い
の
場
に
な
る
よ
う
、
表
示
板
や
ベ
ン
チ
等
の
設
置

を
、
事
業
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

環
境
部
長
　
話
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

問
　
下
山
口
茅
木
山
の
開
発
で
、
無
断
で
樹
木
伐
採

し
た
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
補
植
等
の
計
画
を
指
導
し
て
い
る
。

問
　
そ
の
後
、
緑
が
回
復
し
て
い
る
か
追
跡
調
査
は
。

都
市
経
済
部
長
　
し
っ
か
り
管
理
を
お
願
い
す
る
。

問
　
住
民
は
崖
崩
れ
対
策
を
求
め
て
い
る
が
、
事
業

者
は
擁
壁
を
作
ら
な
い
と
い
う
。
安
全
性
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
町
は
、
法
に
基
づ
く
工
事
と
認
識

し
て
い
る
。
県
か
ら
も
、
特
に
話
は
な
い
。
斜
面
に

わ
ら
芝
を
敷
設
し
た
の
で
、
芽
吹
い
て
緑
化
さ
れ
る
。

問
　
下
山
口
ラ
イ
フ
開
発
地
周
辺
の
、
公
共
下
水
道

の
見
通
し
は
。

環
境
部
長
　
8
月
く
ら
い
を
目
途
に
完
了
し
た
い
。

学
校
再
整
備

ま
ち
づ
く
り

問
　
葉
山
町
こ
ど
も
計
画
に
あ
る
、
長
柄
地
区
に
子

育
て
拠
点
を
つ
く
る
と
い
う
話
が
急
展
開
し
た
が
、

改
め
て
そ
の
経
緯
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
福
祉
文
化
会
館
で
の
複
合
化
の
見
通
し

が
不
透
明
な
こ
と
、
ま
た
、
先
日
審
査
の
あ
っ
た
陳

情
に
鑑
み
町
長
か
ら
も
計
画
通
り
進
め
る
と
い
う
発

言
が
あ
っ
た
通
り
、
令
和
８
年
度
の
上
半
期
に
は
大

筋
の
方
向
性
を
示
す
予
定
だ
。
そ
の
際
、
民
間
の
活

力
の
利
用
な
ど
も
調
査
研
究
し
つ
つ
、
更
に
は
、
町

の
児
童
館
の
あ
り
方
な
ど
も
協
議
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
に
も
こ
だ
わ
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
普
通
級
、
支
援
級
、
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
を
横
断

す
る
際
の
学
力
の
維
持
向
上
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
担
当
教
員
や
支
援
員
と
連
携
を
図
り
な

学
校
教
育
現
場
の
環
境
整
備
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問
　
葉
山
町
こ
ど
も
計
画
で
は
子
育
て
支
援
拠
点
は

２
カ
所
と
な
っ
て
い
る
が
現
在
１
カ
所
だ
。整
備
を

要
望
す
る
陳
情
を
受
け
、開
設
前
倒
し
の
見
通
し
は
。

福
祉
部
長 

２
０
２
７
年
度
開
設
を
目
標
に
、
事
業
者

募
集
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
急
に
進
め
た
い
。

問
　
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で
は
制
限
は
あ
る
が
、

１
時
間
300
円
で
利
用
が
で
き
る
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用

料
は
制
度
開
始
以
来
据
え
置
き
。
負
担
軽
減
策
を
。

福
祉
部
長
　
今
後
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
し
易
い
改
善
を
。

福
祉
部
長 

変
更
は
事
業
者
内
周
知
時
間
も
必
要
。
未

利
用
要
因
の
分
析
、
使
い
や
す
い
運
用
を
検
討
す
る
。

問
　
在
宅
介
護
に
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
導
入
を
。

福
祉
部
長
　
ケ
ア
マ
ネ
と
事
業
所
の
調
整
で
実
施
し

て
い
る
が
、
先
進
的
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

問
　
個
別
避
難
計
画
の
策
定
や
実
効
性
確
保
は
、
定

期
的
な
見
直
し
や
訓
練
、
周
知
が
必
要
だ
。
今
後
の

目
標
、
地
域
と
行
政
の
連
携
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

総
務
部
長
　
既
存
プ
ラ
ン
か
ら
移
行
し
、
対
象
者
全

体
へ
の
作
成
を
目
指
す
。
福
祉
部
局
や
民
生
委
員
等

と
連
携
し
、
地
域
で
の
周
知
と
協
力
を
広
げ
る
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
定
締
結
が
ま
だ
と
聞

く
。
受
援
力
（
外
部
支
援
の
受
入
体
制
）
の
現
状
は
。

総
務
部
長
　
協
定
締
結
を
進
め
受
援
計
画
策
定
済
だ
。

問
　
町
は
企
業
等
と
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、

実
際
に
連
絡
を
取
る
等
、
協
定
先
と
の
連
携
強
化
は
。

総
務
部
長
　
図
上
訓
練
を
実
施
。
今
後
は
協
定
内
容

の
見
直
し
、
内
容
充
実
と
関
係
強
化
が
課
題
だ
。

問
　
自
宅
避
難
が
推
奨
さ
れ
て
き
て
い
る
。
家
庭
用

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
購
入
助
成
や
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ

マ
教
室
な
ど
利
用
し
、
若
い
世
代
へ
の
防
災
啓
発
を
。

総
務
部
長
　
他
自
治
体
の
事
例
研
究
や
検
討
を
す
る
。

問
　
県
道
311
号
線
の
南
郷
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
に
向

け
た
対
策
は
。

町
長
　
神
奈
川
県
と
情
報
共
有
を
図
り
、
要
望
を
し

て
い
る
。

問
　
南
郷
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
河
川
や
横
断
歩
道
橋
の
物
理
的
な
制
約
に
よ

り
、
県
に
難
色
を
示
さ
れ
て
い
る
。

問
　
２
０
１
６
年
９
月
１
日
に
ハ
ヤ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
開
業
し
、
２
０
１
９
年
３
月
15
日
に
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
も
開
業
し
て
い
る
。
当
然
、
交
通
量
が
増

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
土
日
に
よ
く
あ
る
光
景
だ

が
、
ハ
ヤ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
が
満
車
、
同

じ
く
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
満
車
の
場
合
、
南
郷
上
ノ

山
公
園
か
ら
県
道
に
出
た
く
て
も
、
交
差
点
付
近
が

渋
滞
し
て
い
る
の
で
、
信
号
が
青
で
も
１
台
し
か
県

道
に
出
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
決
し

た
い
。
三
角
地
帯
を
撤
去
し
た
ら
、
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
神
奈
川
県
に
は
既
に
提
案
し
て
い

る
が
、
交
差
点
を
通
過
し
た
時
に
車
線
が
ず
れ
て
し

ま
う
の
で
、
警
察
と
の
協
議
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

問
　
こ
こ
の
三
角
地
帯
の
改
善
を
す
れ
ば
、
効
果
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　
町
長
も
私
も
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
県

に
要
望
を
し
て
い
る
。
県
も
状
況
は
理
解
し
て
い
る

が
、
現
実
的
に
は
対
応
が
難
し
い
と
回
答
を
も
ら
っ

て
い
る
。

問
　
山
火
事
防
止
看
板
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
た
対

策
と
は
。

消
防
長
　
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
林
野

火
災
の
警
報
・
注
意
報
の
情
報
が
取
得
で
き
る
。
９

カ
所
の
火
事
防
止
看
板
の
下
に
付
け
た
。

防
災
・
減
災
対
策

山
火
事
防
止

り
あ
る
歩
道
敷
地
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

制
約
は
あ
る
が
、
今
後
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
進

め
る
。

問
　
は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー
を
運
用
工
夫
等
で
19
時
頃

ま
で
延
長
で
き
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長
　
令
和
8
年
度
か
ら
の
16
時
45
分
ま

で
の
延
長
運
用
を
見
極
め
、
利
便
性
向
上
を
目
指
す
。

町
長
　
財
源
制
限
下
で
も
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
運
行

の
可
能
な
限
り
移
動
の
自
由
を
支
え
る
。

問
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
は
。

町
長
　
暮
ら
し
の
細
部
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
る
。
誰
に
で
も
優
し
い
町
で
あ
り
、
第

五
次
総
合
計
画
の
基
本
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
達

成
」
を
目
標
と
す
る
。

南郷交差点の三角地帯

役場前無電柱化（AIイメージ）

は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー
の
運
行
時
間
延
長

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り

状況に合わせた防災対策を
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問
　
葉
山
町
こ
ど
も
計
画
で
は
子
育
て
支
援
拠
点
は

２
カ
所
と
な
っ
て
い
る
が
現
在
１
カ
所
だ
。整
備
を

要
望
す
る
陳
情
を
受
け
、開
設
前
倒
し
の
見
通
し
は
。

福
祉
部
長 
２
０
２
７
年
度
開
設
を
目
標
に
、
事
業
者

募
集
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
急
に
進
め
た
い
。

問
　
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で
は
制
限
は
あ
る
が
、

１
時
間
300
円
で
利
用
が
で
き
る
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用

料
は
制
度
開
始
以
来
据
え
置
き
。
負
担
軽
減
策
を
。

福
祉
部
長
　
今
後
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
し
易
い
改
善
を
。

福
祉
部
長 

変
更
は
事
業
者
内
周
知
時
間
も
必
要
。
未

利
用
要
因
の
分
析
、
使
い
や
す
い
運
用
を
検
討
す
る
。

問
　
在
宅
介
護
に
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
導
入
を
。

福
祉
部
長
　
ケ
ア
マ
ネ
と
事
業
所
の
調
整
で
実
施
し

て
い
る
が
、
先
進
的
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

問
　
個
別
避
難
計
画
の
策
定
や
実
効
性
確
保
は
、
定

期
的
な
見
直
し
や
訓
練
、
周
知
が
必
要
だ
。
今
後
の

目
標
、
地
域
と
行
政
の
連
携
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

総
務
部
長
　
既
存
プ
ラ
ン
か
ら
移
行
し
、
対
象
者
全

体
へ
の
作
成
を
目
指
す
。
福
祉
部
局
や
民
生
委
員
等

と
連
携
し
、
地
域
で
の
周
知
と
協
力
を
広
げ
る
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
定
締
結
が
ま
だ
と
聞

く
。
受
援
力
（
外
部
支
援
の
受
入
体
制
）
の
現
状
は
。

総
務
部
長
　
協
定
締
結
を
進
め
受
援
計
画
策
定
済
だ
。

問
　
町
は
企
業
等
と
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、

実
際
に
連
絡
を
取
る
等
、
協
定
先
と
の
連
携
強
化
は
。

総
務
部
長
　
図
上
訓
練
を
実
施
。
今
後
は
協
定
内
容

の
見
直
し
、
内
容
充
実
と
関
係
強
化
が
課
題
だ
。

問
　
自
宅
避
難
が
推
奨
さ
れ
て
き
て
い
る
。
家
庭
用

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
購
入
助
成
や
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ

マ
教
室
な
ど
利
用
し
、
若
い
世
代
へ
の
防
災
啓
発
を
。

総
務
部
長
　
他
自
治
体
の
事
例
研
究
や
検
討
を
す
る
。

南
郷
交
差
点
の

渋
滞
緩
和
に
向
け
た
対
策
は

荒
井
直
彦 

町
長

　
神
奈
川
県
と
情
報
共
有
を
図
り

　
要
望
を
し
て
い
る

窪
田
美
樹

福
祉
部
長

　
２
０
２
７
年
度
開
設
を

　
目
標
に
進
め
た
い

子
育
て
支
援
拠
点
整
備
の

見
通
し
は

都
市
経
済
部
長

　
国
道
・
町
道
各
８
本
を

　
想
定
し
て
い
る

笹
本
貢
史

無
電
柱
化
の
撤
去
本
数
は

問
　
県
道
311
号
線
の
南
郷
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
に
向

け
た
対
策
は
。

町
長
　
神
奈
川
県
と
情
報
共
有
を
図
り
、
要
望
を
し

て
い
る
。

問
　
南
郷
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
河
川
や
横
断
歩
道
橋
の
物
理
的
な
制
約
に
よ

り
、
県
に
難
色
を
示
さ
れ
て
い
る
。

問
　
２
０
１
６
年
９
月
１
日
に
ハ
ヤ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
開
業
し
、
２
０
１
９
年
３
月
15
日
に
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
も
開
業
し
て
い
る
。
当
然
、
交
通
量
が
増

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
土
日
に
よ
く
あ
る
光
景
だ

が
、
ハ
ヤ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
が
満
車
、
同

じ
く
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
満
車
の
場
合
、
南
郷
上
ノ

山
公
園
か
ら
県
道
に
出
た
く
て
も
、
交
差
点
付
近
が

渋
滞
し
て
い
る
の
で
、
信
号
が
青
で
も
１
台
し
か
県

道
に
出
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
決
し

た
い
。
三
角
地
帯
を
撤
去
し
た
ら
、
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
神
奈
川
県
に
は
既
に
提
案
し
て
い

る
が
、
交
差
点
を
通
過
し
た
時
に
車
線
が
ず
れ
て
し

ま
う
の
で
、
警
察
と
の
協
議
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

問
　
こ
こ
の
三
角
地
帯
の
改
善
を
す
れ
ば
、
効
果
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　
町
長
も
私
も
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
県

に
要
望
を
し
て
い
る
。
県
も
状
況
は
理
解
し
て
い
る

が
、
現
実
的
に
は
対
応
が
難
し
い
と
回
答
を
も
ら
っ

て
い
る
。

問
　
山
火
事
防
止
看
板
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
た
対

策
と
は
。

消
防
長
　
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
林
野

火
災
の
警
報
・
注
意
報
の
情
報
が
取
得
で
き
る
。
９

カ
所
の
火
事
防
止
看
板
の
下
に
付
け
た
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

問
　
無
電
柱
化
の
撤
去
本
数
は
。
ま
た
、
歩
道
幅
員

確
保
、
庁
内
連
携
の
考
え
は
。

都
市
経
済
部
長
　
国
道
・
町
道
各
８
本
を
想
定
し
て

い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
有
効
な
歩
道
幅

員
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
、
詳
細
設
計
時

は
庁
内
横
断
で
連
携
す
る
。

問
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
外
部
財
源
獲
得
方
針
は
。

都
市
経
済
部
長
　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

は
最
大
で
55
％
だ
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
県

費
補
助
は
情
報
収
集
を
行
う
。

政
策
財
政
部
長 

 

特
定
財
源
の
積
極
的
確
保
を
掲
げ
、

補
助
金
動
向
を
捉
え
て
町
負
担
を
減
ら
す
。

問
　
無
電
柱
化
空
間
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
的
バ
ス
停

は
で
き
な
い
か
。

都
市
経
済
部
長
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
基
本
に
、
限

22議会だより 第164号 令和８年５月13日発行

定
例
会
報
告

委
員
会 

レ
ポ
ー
ト

表
決
結
果

一
般
質
問

予
算



発
行
／
葉
山
町
議
会
　
〒
240-0192　

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
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2135
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／
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会
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日
／
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TEL.046-876-1111

議
会
だ
よ
り
　
164号

録音版議会
だより♬

内 藤 次長新 鹿 島 次長前

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
人
事
異
動

山
田
由
美

笠
原
俊
一

笹
本
貢
史

中
村
和
雄

金
崎
ひ
さ

荒
井
直
彦

窪
田
美
樹

議
長
　
土
佐 

洋
子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

編

後
集

記

　
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」は
、７
年
前

に
葉
山
町
議
に
な
る
ま
で
、私
は
議

会
事
務
局
の
職
員
さ
ん
や
業
者
さ
ん

に
、ほ
と
ん
ど
丸
投
げ
し
て
作
ら
れ
て

い
る
と
思
って
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ド
ッコ
イ
、葉
山
町
の
議

会
だ
よ
り
は
ほ
と
ん
ど
議
員
の
手
に

よって
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
年
４
回
の
定
例
会
議
の
終
了
直
後

か
ら
作
業
は
始
ま
り
ま
す
。議
事
録

等
の
資
料
の
整
理
や
要
約
作
成
、写

真
や
挿
絵
の
撮
影･

収
集
、表
現
や

字
句
の
チェッ
ク
、各
ペ
ー
ジ
の
構
成
や

レ
イ
ア
ウ
ト
、２
回
に
わ
た
る
校
正

等
々
。事
務
局
の
職
員
さ
ん
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
さ
ん
の
手
も
お
借
り
し
ま
す

が
、作
成
の
た
め
の
作
業
や
判
断
は

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
７
人

が
行
っ
て
い
る
の
で
す
。た
だ
し
、一般

質
問
の
原
稿
は
発
言
議
員
自
身
が

作
って
い
ま
す
。

　
汗
の
結
晶
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん

が
、議
員
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
想
像
い
た
だ
き
な
が
ら
、

お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
中
村
和
雄
　
記

議会だよりは音声デー
タを作成しています。
ご希望の方は議会事
務局まで
ご連絡く
ださい。

議会のライブ・録画中継は
スマートフォン、
タブレットでも視
聴できます。

議会ホームページのトップの
Googleカレンダ
ーから、最新の議
会日程が確認で
きます。

令和８年定例会招集会議は、５月13日（水）
次回定例会議は６/3-6/19の予定です。

議案審議 6/3（水）　6/18（木）　　
一般質問 6/16（火）　6/17（水）　6/18（木）
各常任委員会 6/4（木）　6/5（金）　6/8（月）　　
クリーンセンター再整備に関する特別委員会　6/9（火）
議会運営委員会 6/10（水）　

定例会議のスケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。

●第３回の締め切りは６月30日
●町内在住・在勤・在学の方
　未発表・オリジナル作品に限ります。
●一人3点まで
●第三者の著作権や肖像権を侵害しないもの

「はやま議会だより」の
表紙写真・絵画募集!!

～議員が皆さまの地域に伺います!!
　自由なご意見をお聞かせください～

・各会場には議員４人程度で出席します。 ・荒天等により中止の場合は町のLINE・HPで通知します。
・駐車場には限りがございます。

□ 一色小学校新館301号
□ 長 柄 会 館
□ 木 古 庭 会 館

「町民との会議」のお知らせ「町民との会議」のお知らせ

□ 上 山 口 会 館 　
□ 堀 内 会 館
□ 下 山 口 会 館

初めての
試み


